
６月４日    ２年Ｄ組 理科の研究授業        

 

5 時間目に、２年Ｄ組の理科の研究授業がありました。単元は「化学変化と原

子・分子」。この時間は、沈澱物ができる化学変化と気体が発生する化学変化に

ついて、化学変化の前後での質量の変化を実験で確かめる授業でした。 

授業者であり担任である小倉
こ ぐ ら

教諭は、実験

器具や材料、紙板書などを用意周到に準備し、

もち前の明るさでどんどん 2 年Ｄ組の生徒

たちのよさを引き出していました。生徒たち

も積極的に挙手をしたり、全員が顔を突き合

わせてチームワークよく実験に取り組んだ

りしていました。 

「沈澱ができる化学反応では質量は変わら

ない」と全員が予想を立てたあと、ある生徒が

仲間に疑問を投げかけました。 

「（化学変化後の沈殿物と変化前の物質の）

原子の Cl（塩素）と H（水素）のが一つずつ減

っている。原子には重さがあるって言ったけ

ど、この場合重さが変わらないというのは疑問

です。」 

男子生徒Ａさんがこう発言しました。学級の予想では「質量は変わらない」と

なったのに、彼には納得できない部分がありました。全員の予想が同じ方向を向

いている状況で、彼は自分の疑問を思い切ってぶつけました。 

すばらしい発言でした。自分が疑問に思ったことを仲間にぶつけること、それ

がたとえ自分一人であってもそうしたことは、手本となる「主体的な姿」です。

こうした発言や姿から、学びがどんどん深まっていくのです。 

重ねてすばらしいことがありました。彼の

疑問に対して的確に答えた女子生徒Ｂさんが

いたことです。 

「（Ａさんが考えているのは）化学式であっ

て、化学反応式じゃないのはわかりますか。化

学式には表れていないだけで、化学反応式で考

仲間に疑問をぶつけたＡさん（右）

Ａさんの疑問に答えるＢさん 



えると原子の数は減っていないことになります。」 

Ｂさんは、Ａさんの疑問を見事に解決しました。二人の間には教師は要りませ

んでした。素直に疑問を出す仲間。そして、それに進んで答える（「応える」と

表現した方が適切かも。）仲間。授業とは、このように生徒たちが作っていく 

ものだと実感した１時間でした。 

 


